
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
二
十
八
年
度
採
用
試
験
問
題 

 

【
民
法
】 

Ａ
に
は
、
妻
Ｂ
と
の
間
に
子
Ｃ
、
Ｄ
が
お
り
、
ま
た
、
妻
Ｂ
以
外
の
女
性
Ｅ
と
の
間
に
非
嫡
出
子
Ｆ
が
い
た
。
以
上
を
前
提

と
し
て
、
次
の
各
設
問
に
答
え
よ
。
な
お
、
１
と
２
は
独
立
し
た
問
題
で
あ
る
。 

１ 

Ｃ
は
、
Ａ
所
有
の
土
地
Ｐ
を
Ａ
に
無
断
で
Ｇ
に
売
却
し
、
所
有
権
移
転
登
記
を
完
了
し
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
Ａ
は

死
亡
し
た
が
、
近
隣
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
建
設
さ
れ
る
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
と
こ
ろ
、
今
後
土
地
Ｐ
が
値
上
が
り

す
る
と
見
込
ん
だ
Ｃ
は
、
本
件
売
買
契
約
は
無
権
代
理
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
し
て
Ｇ
に
移
転
登
記
の
抹
消
を
請
求
し
た
。

Ｃ
の
主
張
は
認
め
ら
れ
る
か
。 

２ 

ま
だ
幼
い
Ｆ
の
将
来
に
不
安
を
感
じ
て
い
た
Ａ
は
、
死
亡
の
数
日
前
に
、
所
有
し
て
い
た
現
金
千
五
百
万
円
全
て
を
Ｆ
に

贈
与
し
て
お
り
、
Ａ
の
死
亡
時
に
は
、
Ａ
の
財
産
は
土
地
Ｑ
（
時
価
九
百
万
円
）
の
み
で
あ
っ
た
。
Ａ
の
死
亡
か
ら
数
日
後
、

Ａ
の
相
続
人
ら
は
、
遺
産
を
整
理
し
て
い
た
と
こ
ろ
、預
金
通
帳
か
ら
現
金
が
全
て
引
き
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
気
が
付
き
、

Ｆ
へ
の
贈
与
の
事
実
を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

⑴ 

Ｄ
の
遺
留
分
額
及
び
遺
留
分
侵
害
額
は
い
く
ら
か
。 

⑵ 

Ａ
が
死
亡
し
た
の
は
平
成
二
十
七
年
五
月
一
日
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
平
成
二
十
八
年
二
月
一
日
に
Ｄ
に
つ
い
て
後
見

開
始
の
申
立
て
が
な
さ
れ
、
同
年
六
月
一
日
に
後
見
が
開
始
し
、
成
年
後
見
人
と
し
て
Ｈ
が
選
任
さ
れ
た
。
選
任
後
ま
も

な
く
、
Ｈ
は
、
Ｄ
の
遺
留
分
に
つ
い
て
Ｆ
に
対
し
遺
留
分
減
殺
請
求
権
を
行
使
し
た
い
と
考
え
た
。
こ
の
請
求
は
認
め
ら



れ
る
か
。 


